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京
劇
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
特
異
性歴

史
と
「
次
元
」
の
視
点
か
ら

加
藤

徹

(

明
治
大
学
教
授)

http://w
w

w
.geocities.jp/cato1963/

※
本
稿
は
、
三
月
七
日
の
第
六
回
「2

1

世
紀
日
本
の
芸
術
と
社
会
を
考
え
る
研
究
会
」の
た
め
の
レ
ジ
ュ
メ
で
す(

全

十
枚)

。

芸
術
作
品
の
寿
命

か
つ
て
芥
川
龍
之
介
は
、
明
の
王
世
貞(

一
五
二
六
年

ー
一
五
九
〇
年)

の
言
葉
を
援
用
し
、
芸
術
の

寿
命
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
画
力
は
三
百
年
、
書
力
は
五
百
年
、
文
章
の
力
は
千
古
無
窮
と
は
王
世
貞
の
言
う
所
で
あ
る
。
し

か
し
敦
煌
の
発
掘
品
等
に
徴
す
れ
ば
、
書
画
は
五
百
年
を
閲
し
た
後
に
も
依
然
と
し
て
力
を
保
っ
て

い
る
ら
し
い
。
の
み
な
ら
ず
文
章
も
千
古
無
窮
に
力
を
保
つ
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
観
念
も
時

の
支
配
の
外
に
超
然
と
し
て
い
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
我
我
の
祖
先
は
「
神
」
と
言
う

言
葉
に
衣
冠
束
帯
の
人
物
を
髣
髴
し
て
い
た
。
し
か
し
我
我
は
同
じ
言
葉
に
髯
の
長
い
西
洋
人
を
髣

髴
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
り
神
に
限
ら
ず
、
何
ご
と
に
も
起
り
得
る
も
の
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。」(

侏
儒
の
言
葉)

「
画
力
は
五
百
年
、
書
力
は
八
百
年
に
尽
き
る
さ
う
で
あ
る
。
文
章
の
力
の
尽
き
る
の
は
何
百
年
位

か
か
る
も
の
で
あ
ら
う
？
」(

文
章
と
言
葉
と)

「
芸
術
上
の
作
品
も
何
時
か
は
亡
ぶ
の
に
違
い
な
し
。
画
力
は
五
百
年
、
書
力
は
八
百
年
と
は
、
王

世
貞
既
に
こ
れ
を
云
う
。
さ
れ
ど
な
る
べ
く
長
持
ち
の
す
る
作
品
を
作
ろ
う
と
思
う
の
は
、
こ
れ
ま

た
我
々
の
随
意
な
り
。」(

雑
筆)

芥
川
の
引
用
と
理
解
は
、
や
や
不
正
確
で
あ
る
。
王
世
貞
『
芸
苑
巵
言
』
附
録
四
の
原
文
は
、
左
の
と

お
り
。画

力
可
五
百
年
、
至
八
百
年
而
神
、
去
千
年
絶
矣
。
書
力
可
八
百
年
、
至
千
年
而
神
、
去
千
二
百
年

絶
矣
。
唯
於
文
章
、
更
万
古
而
長
新
。
書
画
可
臨
可
摹
。
文
至
臨
摹
、
則
醜
矣
。(

以
下
略)

な
ぜ
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
「
賞
味
期
限
」
の
差
が
生
ま
れ
る
の
か
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
文
章
は
一
次
元
、
書
は
一
・
五
次
元
、
絵
画
は
二
次
元
の
芸
術
で
あ
り
、
「
次
元
」

の
差
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
特
性
を
左
右
す
る
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
芸
術
の
歴
史
を
、
近
代
以
前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
代
、
近
代
の
複
製
技
術
時
代
、
現
代
の
デ
ジ
タ

ル
時
代
、
と
三
分
す
る
。
こ
の
三
つ
の
時
代
ご
と
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
、
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の

距
離
感
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
ま
た
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
変
遷
を
「
次
元
」
と
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い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
興
味
深
い
発
見
が
あ
る
。

筆
者
の
専
門
は
京
劇
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
京
劇
の
本
質
は
二
・
五
次
元
芸
術
で
あ
る
。
以
下
、

芸
術
の
次
元
、
と
い
う
視
点
か
ら
、
過
去
の
芸
術
の
歴
史
と
、
現
代
芸
術
の
動
態
に
考
察
を
加
え
る
。

芸
術
に
お
け
る
次
元

以
下
、
比
喩
的
な
意
味
で
の
「
次
元
」
を
援
用
し
た
芸
術
の
分
類
に
つ
い
て
、
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
。

〇
次
元
…
点
。
禅
の
悟
り
、
等
。

一
次
元
…
線
。
言
語
の
線
状
性
。
ラ
ジ
オ
劇
、
等
。

二
次
元(2D

)

…
平
面
。
絵
画
、
動
画
、
等
。

二
・
五
次
元(2.5D

)

…
物
体
の
裏
側
や
内
部
に
関
す
る
情
報
が
な
い
こ
と
。

サ
ブ
カ
ル
の
俗
語
で

は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
ア
イ
ド
ル
声
優
、
コ
ス
プ
レ
、
な
ど
。
舞
台
演
劇
の
本
質

も
こ
れ
で
あ
る
。

三
次
元(3D

)

…
立
体
、
現
実
界
。
彫
刻
、
茶
道
、
等
。

四
次
元
…
「
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
時
空(

時
間
を
第
四
の
次
元
と
す
る)

」「
空
間
が
四
次
元
あ
る
も
の
」
。

俗
語
で
は
「
異
次
元
」
「
電
波
系
」
等
の
類
義
語
と
し
て
使
う
。

〇
次
元
の
芸
術
と
は
、
時
間
も
長
さ
も
存
在
し
な
い
「
点
」
の
芸
術
、
つ
ま
り
「
瞬
間
芸
術
」
で
あ
る
。

禅
の
「
香
厳
撃
竹
」
の
公
案
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
次
元
の
芸
術
と
は
、
長
さ
だ
け
が
存
在
す
る
直
線
的
世
界
、
例
え
ば
時
間
の
流
れ
の
中
に
構
築
さ
れ

る
芸
術
で
あ
る
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
言
語
の
線
状
性(linearity

)

」
と
い
う
宿
命
を
背
負

っ
た
言
語
芸
術
や
、
純
粋
音
楽
な
ど
の
非
視
覚
的
音
声
芸
術
は
、
一
次
元
芸
術
で
あ
る
。
一
次
元
芸
術
の

特
長
は
、
鑑
賞
者
の
想
像
力
を
喚
起
す
る
余
地
が
多
い
こ
と
、
初
期
投
資
が
少
額
で
も
済
む
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
次
元
芸
術
に
お
い
て
、
作
品
中
に
美
女
を
登
場
さ
せ
た
け
れ
ば
「
そ
こ
に
世
界
一

の
美
人
が
い
た
」
と
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
。
二
次
元
以
上
の
芸
術
で
あ
れ
ば
、
美
女
の
顔
の
具
体
的

イ
メ
ー
ジ
を
、
絵
な
り
俳
優
な
り
で
示
さ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
美
女
の
顔
を
見
て
美
女
と
思
う
か
ど
う
か

は
鑑
賞
者
の
趣
味
や
性
向
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
万
人
が
等
し
く
美
女
と
認
め
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
造
形

す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
衣
装
や
化
粧
な
ど
、
そ
れ
な
り
の
投
資
費
用
も
か
か
る
。

二
次
元
の
芸
術
と
は
、
平
面
の
世
界
に
構
築
さ
れ
る
芸
術
で
あ
る
。
絵
画
や
映
画(

実
写
映
画
や
動
画

な
ど)

、
書
道
作
品
な
ど
、
視
角
優
位
の
平
面
芸
術
を
指
す
。
同
じ
言
語
芸
術
で
も
、
無
機
質
な
活
字
に

よ
る
言
語
芸
術
作
品(

電
子
書
籍
も
含
む)

は
一
次
元
芸
術
的
で
あ
る
が
、
書
道
の
作
品
は
「
書
画
一
如
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
と
お
り
、
文
字
の
造
形
美
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
た
め
、
二
次
元
芸
術
的
で
あ
る
。

た
だ
し
、
書
道
は
絵
画
と
違
い
「
言
語
の
線
状
性
」
の
束
縛
を
受
け
る
の
で
、
筆
者
は
一
・
五
次
元
芸
術

と
見
な
す
。

二
・
五
次
元
の
芸
術
と
は
、
二
次
元
と
三
次
元
の
中
間
に
存
在
す
る
芸
術
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。

三
次
元
の
芸
術
と
は
、
現
実
界
の
リ
ア
ル
な
立
体
的
空
間
に
作
品
を
構
築
す
る
芸
術
で
あ
る
。
鑑
賞
者

は
、
自
分
の
好
き
な
方
向
か
ら
作
品
を
五
感
で
鑑
賞
で
き
る
。
彫
刻
な
ど
の
モ
ノ
の
芸
術
と
、
茶
道
な
ど
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の
コ
ト
の
芸
術
が
あ
る
。
モ
ノ
の
芸
術
は
空
間
芸
術
、
コ
ト
の
芸
術
は
時
間
芸
術
な
い
し
体
験
芸
術
と
言

い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

四
次
元
の
芸
術
と
は
、
人
間
の
五
感
を
越
え
た
「
幽
冥
界
」
、
あ
る
い
は
、
比
喩
的
な
意
味
で
の
「
異

次
元
」
に
構
築
さ
れ
る
芸
術
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
、
人
間
の
通
常
の
五
感
で
は
認
知
で
き
ず
、
た
だ
感

得
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
四
次
元
の
定
義
は
、
科
学
や
数
学
の
世
界
で
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
「
ミ
ン
コ

フ
ス
キ
ー
時
空(

時
間
を
第
四
の
次
元
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る)

」
も
あ
れ
ば
「
空
間
が
四
次
元
あ
る
も
の
」

と
い
う
も
の
も
る
。
こ
こ
で
は
、
宇
宙
、
精
神
世
界
、
霊
界
、
幽
冥
界
な
ど
「
あ
の
世
」
じ
み
た
超
越
的

世
界
を
漠
然
と
統
括
し
て
比
喩
的
に
「
四
次
元
」
と
呼
ぶ
。

念
の
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
筆
者
は
「
あ
の
世
」
が
実
在
す
る
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、

芸
術
を
分
類
す
る
便
宜
上
、
比
喩
的
な
意
味
で
の
四
次
元
と
い
う
概
念
を
使
う
。

四
次
元
芸
術
の
作
品
の
一
例
と
し
て
、
赤
瀬
川
原
平
の
「
宇
宙
の
缶
詰
め
」(1963)

が
あ
る
。
な
ぜ
こ

の
禅
味
あ
ふ
れ
る
作
品
が
四
次
元
芸
術
な
の
か
、
そ
の
解
説
は
あ
え
て
こ
こ
で
は
書
か
な
い
。
鑑
賞
者
が

自
分
で
作
品
と
向
か
い
合
い
、
困
惑
し
、
考
え
、
感
得
す
る
と
い
う
過
程
そ
れ
自
体
が
、
四
次
元
芸
術
の

本
質
的
部
分
を
な
す
構
成
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。

多
次
元
に
ま
た
が
る
音
楽
芸
術

一
つ
の
芸
術
が
、
一
つ
の
次
元
の
中
で
完
結
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
通
常
、
一
つ
の
芸
術
ジ
ャ
ン

ル
は
、
複
数
の
次
元
に
ま
た
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
も
つ
。

音
楽
を
例
に
取
る
と
、
〇
次
元
芸
術
と
し
て
の
音
楽
と
は
、
も
し
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
す
る
な

ら
、
「
香
厳
撃
竹
」
が
そ
の
例
で
あ
る
。
昔
、
中
国
の
香
厳
と
い
う
名
の
禅
僧
は
、
小
石
が
竹
に
当
た
っ

た
一
瞬
の
音
が
耳
に
入
り
、
そ
の
瞬
間
、
世
界
の
真
理
を
悟
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
再
生
時
間
は
ゼ
ロ

秒
、
鑑
賞
の
時
間
も
ゼ
ロ
秒
、
と
い
う
一
瞬
の
中
に
、
無
限
や
永
遠
を
つ
め
こ
む
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、

そ
れ
を
〇
次
元
の
芸
術
と
呼
ん
で
も
よ
か
ろ
う
。

一
次
元
芸
術
の
音
楽
と
は
、
ラ
ジ
オ
や
録
音
で
音
楽
を
再
生
し
て
聴
く
追
体
験
型
音
楽
こ
と
で
あ
る
。

音
楽
の
長
さ
は
、
五
分
な
ら
五
分
、
三
十
分
な
ら
三
十
分
と
決
ま
っ
て
お
り
、
鑑
賞
者
は
、
時
間
の
流
れ

と
い
う
一
本
道
に
そ
っ
て
作
品
を
鑑
賞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
次
元
芸
術
の
音
楽
と
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
と
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
音
楽
な
ど
、
平

面
上
の
画
像
と
音
声
を
同
時
に
楽
し
む
追
体
験
型
音
楽
で
あ
る
。

三
次
元
芸
術
の
音
楽
と
は
、
自
分
が
合
唱
隊
の
一
員
と
し
て
合
唱
に
加
わ
っ
た
り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
楽

器
を
演
奏
す
る
な
ど
、
リ
ア
ル
な
現
場
に
身
を
置
く
実
体
験
型
音
楽
を
指
す
。
広
義
で
は
、
ス
テ
レ
オ(

中

国
語
で
は
「
立
体
声
」
と
言
う)

や
ハ
イ
フ
ァ
イ
な
ど
、
擬
似
三
次
元
的
な
音
楽
も
含
む
。

四
次
元
芸
術
の
音
楽
と
は
、
も
は
や
音
と
い
う
媒
体
を
超
越
し
た
、
メ
タ
レ
ベ
ル
の
超
純
粋
芸
術
音
楽

で
あ
る
。
陶
淵
明
の
「
無
絃
の
琴
」
の
音
楽
や
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
人
が
研
究
し
た
「
天
球
の
音
楽
」

な
ど
は
、
四
次
元
芸
術
の
音
楽
と
呼
ん
で
よ
か
ろ
う
。

次
元
の
魔

次
元
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
は
、
「
次
元
の
魔
」(

こ
れ
も
筆
者
独
特
の
術
語)

と
い
う
現
象
で
あ
る
。
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世
の
中
に
は
、
小
説
と
し
て
読
む
と
傑
作
な
の
に
、
映
画
化
す
る
と
駄
作
に
な
る
も
の
も
あ
る
し
、
そ

の
逆
も
あ
る
。
例
え
ば
、
夏
目
漱
石
の
小
説
『
坊
つ
ち
ゃ
ん
』
は
、
小
説
と
し
て
読
む
と
非
常
に
面
白
い

が
、
映
画
化
や
舞
台
化
す
る
と
つ
ま
ら
な
く
な
る
。
儒
教
の
古
典
『
論
語
』
も
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
も
、

一
次
元
芸
術
と
し
て
鑑
賞
す
る
ぶ
ん
に
は
面
白
い
が
、
そ
れ
を
二
次
元
芸
術
化
し
て
実
写
映
画
や
動
画
に

す
る
と
平
板
に
な
る
。
一
方
、
『
三
国
志
演
義
』
や
、
『
聖
書
』
の
物
語
な
ど
は
、
文
字
で
読
ん
で
も
、

こ
れ
ら
を
演
劇
化
や
映
画
化
し
て
も
、
非
常
に
面
白
い
。
芸
術
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
な
次
元
の
魔
に
対

し
て
、
免
疫
力
の
強
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
弱
い
も
の
も
あ
る
。

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
ド
ラ
マ
作
品
は
、
戯
曲
と
し
て
文
字
で
読
ん
で
も
、
演
劇
と
し
て
舞
台
上
で
上
演

し
て
も
面
白
い
。
京
劇
の
ド
ラ
マ
は
、
戯
曲
と
し
て
文
字
で
読
む
と
つ
ま
ら
な
い
が
、
舞
台
上
で
上
演
す

る
と
俄
然
、
面
白
く
な
る
作
品
が
多
い
。
こ
れ
は
東
洋
と
西
洋
の
優
劣
の
差
で
は
な
く
、
次
元
の
魔
、
と

い
う
も
の
に
対
す
る
芸
術
の
設
計
思
想
の
違
い
に
起
因
す
る
。

二
・
五
次
元
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
王
道

近
年
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
関
連
の
俗
語
と
し
て
二
・
五
次
元
と
い
う
言
葉
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な

ど
で
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ブ
カ
ル
関
係
の
語
の
常
と
し
て
、
二
・
五
次
元
と
い
う
言
葉
の

定
義
も
意
味
用
法
も
現
在
進
行
形
で
変
化
し
続
け
て
お
り
、
人
ご
と
に
こ
め
る
含
意
も
違
う
。

筆
者
は
、
京
劇
な
ど
の
舞
台
演
劇
の
本
質
は
、
サ
ブ
カ
ル
用
語
と
は
少
し
違
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
の

「
二
・
五
次
元
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
・
五
次
元
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
一
般
の
認
識
の
例
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
辞
書
の
解
説
を
あ
げ
る(

あ

く
ま
で
も
一
例
で
あ
り
、
こ
れ
を
正
し
い
定
義
と
し
て
推
奨
す
る
わ
け
で
は
な
い)
。

に
て
ん
ご
‐
じ
げ
ん
【
二
・
五
次
元
】

（
主
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
の
間
で
）
二
次
元
の
立
体
化
し
た
も
の
や
、
逆
に
三
次
元
を
平
面

化
し
た
も
の
の
こ
と
。前
者
は
ア
ニ
メ
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、

後
者
は
実
在
の
人
物
を
ア
ニ
メ
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
。
ま
た
声
優
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

[

補
説]

数
学
や
物
理
学
な
ど
の
用
語
で
は
な
い
。

提
供
元
：
「
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
」2013/2/5

閲
覧

上
記
の
説
明
で
は
最
後
に
「
数
学
や
物
理
学
な
ど
の
用
語
で
は
な
い
。
」
と
断
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
、

理
系
的
な
術
語
と
し
て
「
二
・
五
次
元
」
と
い
う
語
は
昔
か
ら
存
在
す
る(

英
語
で
は2.5D

と
表
記
し
、

"tw
o-and-a-half-dim

ensional"

と
も
言
う)

。

科
学
的
な
術
語
と
し
て
の
二
・
五
次
元
は
、
物
体
の
三
次
元
的
な
形
状
を
あ
る
一
つ
の
方
向
か
ら
見
え

る
範
囲
で
表
し
た
も
の
、
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
。
二
・
五
次
元
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
や
建
築
の
設
計
図
な
ど
で
は
、
よ
く
使
う
術
語
で
あ
る
。

京
劇
を
含
め
、
舞
台
演
劇
は
二
・
五
次
元
で
あ
る
。
舞
台
上
の
俳
優
や
道
具
類
は
立
体
だ
が
、
個
々
の

観
客
の
視
点
は
座
席
に
固
定
さ
れ
て
お
り
、
三
次
元
的
な
形
状
を
一
方
向
か
ら
し
か
眺
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
演
者
と
鑑
賞
者
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
と
さ
れ
る
「
第
四
の
壁
」
も
、
舞
台
演
劇
の
二
・
五
次
元

的
な
性
質
を
別
の
表
現
で
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
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注
意
す
べ
き
は
、
全
て
の
演
劇
作
品
が
二
・
五
次
元
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
だ
。
朗
読
劇
や
ラ
ジ

オ
放
送
劇
は
、
広
義
の
演
劇
に
含
ま
れ
る
が
、
一
次
元
的
で
あ
る
。
映
画
や
動
画
の
ド
ラ
マ
も
、
広
義
の

演
劇
だ
が
、
二
次
元
的
だ
。
か
つ
て
ド
イ
ツ
の
劇
作
家
ブ
レ
ヒ
ト
が
創
作
し
た
教
育
劇
は
、
演
者
自
身
が

観
客
を
兼
ね
る
と
い
う
実
験
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
筆
者
流
に
再
解
釈
す
る
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
旧
来
の
二

・
五
次
元
演
劇
の
三
次
元
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
舞
台
演
劇
の
本
流
は
、
今
も
昔
も
二
・
五
次
元
で
あ
る
。

二
・
五
次
元
芸
術
の
特
長

あ
る
芸
術
の
次
元
は
、
単
に
芸
術
創
作
の
技
法
や
、
鑑
賞
法
だ
け
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
社
会

に
お
け
る
そ
の
芸
術
の
あ
り
か
た
と
も
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

社
会
が
も
つ
政
治
・
経
済
・
文
化
の
三
つ
の
側
面
か
ら
、
二
・
五
次
元
芸
術
の
特
長
に
つ
い
て
考
察
す

る
と
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

【
政
治
面
】

二
次
元
と
三
次
元
の
芸
術
で
は
「
言
論
の
自
由
」
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
社
会
に
お
い
て
も
、
二

・
五
次
元
の
芸
術
に
つ
い
て
は
、
当
局
の
言
論
統
制
が
比
較
的
ゆ
る
い
傾
向
が
あ
る
。

中
国
社
会
を
例
に
と
る
と
、
二
次
元
の
活
字
媒
体
で
の
言
論
や
、
三
次
元
の
集
会
・
結
社
に
つ

い
て
は
、
今
も
昔
も
当
局
の
言
論
統
制
が
比
較
的
厳
し
い
。
例
え
ば
、
清
朝
時
代
に
は
、
二
次
元
的

な
文
字
媒
体
の
上
で
満
洲
人
を
批
判
し
た
り
、
三
次
元
的
な
現
実
の
世
界
で
反
満
活
動
を
行
う
こ
と

に
対
し
て
、
当
局
は
死
刑
や
連
座
制
を
含
む
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
し
か
し
、
二
・
五
次
元
で
あ

る
京
劇
の
舞
台
上
で
は
、
例
え
ば
、
漢
民
族
の
英
雄
で
あ
る
岳
飛
が
、
満
洲
人
の
先
祖
で
あ
る
金
国

の
将
兵
を
殺
す
芝
居
を
演
じ
、
漢
民
族
の
民
衆
が
そ
れ
を
見
て
喝
采
を
送
る
よ
う
な
演
目
を
上
演
し

て
も
、
清
朝
の
当
局
は
こ
れ
を
黙
認
し
た(

詳
細
は
拙
著
『
京
劇

政
治
の
国
の
俳
優
群
像
』
参
照)

。

現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
で
も
、
中
国
共
産
党
に
対
す
る
批
判
が
比
較
的
に
黙
認
さ
れ
、
表
現
の
自

由
の
限
界
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、
小
劇
場
演
劇
と
い
う
二
・
五
次
元
芸
術
で
あ
る
。

日
本
や
そ
の
他
の
外
国
で
も
、
二
・
五
次
元
芸
術
は
、
そ
の
ニ
ッ
チ
の
特
殊
性
の
ゆ
え
も
あ
り
、

民
衆
の
不
満
の
ガ
ス
抜
き
と
な
る
な
ど
、
社
会
の
安
全
弁
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

【
経
済
面
】

二
・
五
次
元
芸
術
は
、
初
期
投
資
や
運
営
維
持
費
な
ど
、
そ
れ
な
り
の
財
力
を
必
要
と
す
る
。
そ

の
作
品
制
作
に
つ
い
て
は
、
初
期
投
資
や
、
恒
常
的
な
発
表
の
確
保
な
ど
、
一
定
の
経
済
力
が
必
要

で
あ
る
。
謡
い
物
や
語
り
物
な
ど
一
次
元
的
な
説
唱
芸
術
は
、
場
所
も
選
ば
ず
、
演
者
が
一
人
で
も

で
き
る
の
で
、
値
段
が
安
く
済
む
。
絵
画
な
ど
二
次
元
的
な
芸
術
も
、
最
低
限
、
紙
と
筆
さ
え
あ
れ

ば
制
作
で
き
る
。
し
か
し
二
・
五
次
元
の
芸
術
は
、
あ
る
意
味
で
三
次
元
芸
術
以
上
の
初
期
投
資
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
本
当
に
貧
し
い
社
会
や
、
余
裕
の
な
い
極
限
状
態
で
は
、
二
・
五
次
元

芸
術
を
恒
常
的
に
維
持
・
運
営
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

現
に
、
収
容
所
や
獄
中
、
戦
場
な
ど
、
極
限
状
態
か
ら
生
ま
れ
た
一
次
元
芸
術
の
作
品(

ナ
チ
ス

時
代
の
絶
滅
収
容
所
か
ら
生
ま
れ
た
小
話
、
日
本
の
特
攻
隊
員
が
出
撃
前
に
残
し
た
川
柳
、
な
ど)

は
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
場
所
か
ら
生
ま
れ
た
二
・
五
次
元
の
傑
作
は
多
く
な
い
。
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【
文
化
面
】

い
わ
ゆ
る
高
等
宗
教
や
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
往
々
に
し
て
二
・
五
次
元
的
な
も
の
を
嫌
う
傾
向

が
あ
る
。

例
え
ば
、
厳
密
な
一
神
教
の
宗
派(

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
な

ど)

で
は
、
二
・
五
次
元
芸
術
を
、
偶
像
崇
拝
に
結
び
つ
く
と
し
て
排
斥
す
る
傾
向
が
強
い
。

ま
た
、
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
で
も
、
二
・
五
次
元
と
い
う
あ
る
意
味
で
中
途
半
端
な
芸

術
は
、
対
象
と
し
て
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
演
劇
に
つ
い
て
も
、
大
学
な
ど
で
は
、
一
次
元
的
要
素

(

文
字
脚
本
を
戯
曲
文
学
と
し
て
読
む
文
学
研
究)

や
二
次
元
的
要
素(

美
術
研
究)

、
三
次
元
的
要
素

(

上
演
史
の
研
究
、
建
築
学
的
研
究)

な
ど
の
研
究
は
比
較
的
進
ん
で
い
る
が
、
二
・
五
次
元
的
要
素

の
研
究
者
は
「
好
事
家
」
あ
る
い
は
「
オ
タ
ク
」
と
同
一
視
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る
。

以
上
は
、
社
会
の
三
つ
の
側
面
と
の
関
係
で
あ
る
。

集
中
・
展
開
・
蓄
積
の
サ
イ
ク
ル
の
創
造
的
破
壊

芸
術
の
次
元
は
、
歴
史
の
流
れ
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
筆
者
の
持
論
に
よ
れ
ば
、
芸
術
の
歴
史

は
以
下
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

一
、
近
代
以
前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
代
の
芸
術
…
作
品
の
本
物
は
世
界
に
一
つ
だ
け
。

二
、
近
代
の
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
…
多
数
の
コ
ピ
ー
が
鑑
賞
の
対
象
と
な
る
。

三
、
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
芸
術
…
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
の
区
別
が
存
在
し
な
い
。

上
記
の
時
代
の
変
遷
は
、
単
に
媒
体
技
術
の
変
化
で
は
な
い
。
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
距
離
、
芸
術
に

お
け
る
近
代
的
な
「
集
中
、
展
開
、
蓄
積
の
サ
イ
ク
ル
」
の
創
造
的
破
壊
な
ど
、
社
会
の
あ
り
か
た
の
変

化
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

音
楽
を
例
に
と
る
と
、
近
代
以
前
は
、
名
演
奏
家
が
亡
く
な
る
と
、
後
世
の
人
間
は
そ
の
演
奏
を
聴
く

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
近
代
の
複
製
技
術
時
代
に
入
る
と
、
レ
コ
ー
ド
や
映
画
な
ど
の
記
録
媒
体
が

発
達
し
、
過
去
の
名
人
の
演
奏
を
後
世
の
人
間
も
聴
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
録
音
作
品
そ

の
も
の
も
鑑
賞
の
対
象
と
な
り
、
レ
コ
ー
ド
の
「
名
盤
」
の
よ
う
に
価
値
を
認
め
ら
れ
た
。
現
代
の
デ
ジ

タ
ル
時
代
は
、
音
楽
は
し
ば
し
ば
最
初
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
合
成
さ
れ
、
本
物
と
コ
ピ
ー
の
差
が

な
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
芸
術
作
品
を
作
る
た
め
の
技
術
の
習
得
は
簡
単

に
な
り
、
初
期
費
用
も
少
額
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
格
差
が
劇
的
に
縮
小

し
た
。
今
日
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿
し
た
作
品
が
、
高
く
評
価

さ
れ
、
世
界
的
に
大
ヒ
ッ
ト
す
る
例
も
珍
し
く
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
あ
る
今
日
に
お
い
て
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
代
と
同
様
、
ラ
イ
ブ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
健
在
で
あ
る
。
ま
た
、
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
、
複
製
技
術
時
代
の
媒
体
も
残
っ
て
い
る
。
と

は
言
え
、
若
い
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
の
多
く
に
と
っ
て
は
、
音
楽
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
デ

ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
文
字
に
よ
る
文
学
を
見
る
と
、
こ
れ
も
写
本
の
時
代
、
活
字
印
刷
の
時
代
、
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電
子
書
籍
の
時
代
、
と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。
写
本
や
活
字
時
代
に
は
、
作
家
の
直
筆
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
生
原
稿
が
存
在
し
、
高
い
価
値
を
認
め
ら
れ
た
。
昭
和
の
有
名
な
作
家
が
、
原
稿
用
紙
に
万

年
筆
で
書
き
込
ん
だ
生
原
稿
は
、
古
書
店
で
も
高
値
で
取
引
さ
れ
る
。
し
か
し
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に

お
い
て
は
、
作
家
の
多
く
は
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
し
ん
ば
「
作
家

が
じ
か
に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い
て
書
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
の
電
磁
的
記
録
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
デ

ジ
タ
ル
媒
体
の
性
質
上
、
万
年
筆
で
原
稿
用
紙
に
書
い
た
紙
の
生
原
稿
ほ
ど
の
希
少
価
値
は
な
い
。

芸
術
の
次
元
の
面
か
ら
言
え
ば
、
一
次
元
と
二
次
元
の
芸
術
は
、
複
製
技
術
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
の
親

和
性
が
も
と
も
と
高
い
。
し
か
し
二
・
五
次
元
の
芸
術
作
品
は
、
複
製
も
デ
ジ
タ
ル
制
作
も
容
易
で
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
層
が
、
か
え
っ
て
コ
ピ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
制
作
が
し
に
く
い
二
・
五
次
元

的
な
芸
術
的
営
為
を
愛
好
す
る
、
と
い
う
一
見
逆
説
的
な
現
象
は
、
注
目
に
値
す
る
。

現
代
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
芸
術
も
、
今
後
、
永
遠
に
続
く
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
は
次
の
段
階
に
進

む
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
一
部
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
次
の
兆
し
も
見
え
始
め
て
い
る
。
二
・
五
次
元
の

あ
り
か
た
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
未
来
の
芸
術
の
ウ
ォ
ン
ツ
を
予
測
す
る
上
で
も
有
用
で
あ
る
。

写
実
主
義
の
限
界

芸
術
の
方
向
性
の
一
つ
に
「
リ
ア
ル
さ
の
追
求
」
が
あ
る
。

西
洋
の
芸
術
は
、
絵
画
の
よ
う
な
二
次
元
芸
術
も
、
舞
台
演
劇
の
よ
う
な
二
・
五
次
元
芸
術
も
、
近
代

以
降
は
三
次
元
的
な
写
実
性
を
追
求
し
て
き
た
。
絵
画
に
お
け
る
遠
近
法
の
確
立
も
、
舞
台
演
劇
に
お
け

る
舞
台
装
置
や
照
明
設
備
、
俳
優
術
の
進
歩
も
、
現
実
に
存
在
す
る
三
次
元
的
な
事
物
を
い
か
に
忠
実
に

再
現
す
る
か
、
と
い
う
写
実
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
西
洋
演
劇
の
舞
台
言
語
も
、
三
次
元
的
な
リ
ア

ル
さ
を
再
現
す
る
た
め
の
技
法
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
写
実
主
義
の
芸
術
は
、
写
真
な
ど
複
製
技
術
の
発
達
も
一
因
と
な
り
、
二

十
世
紀
の
初
め
に
袋
小
路
に
入
っ
た
。
ピ
カ
ソ
は
超
立
体
主
義
を
追
求
し
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
異
化
効
果
や
教

育
劇
を
研
究
し
、
袋
小
路
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。

京
劇
も
本
質
的
に
は
二
・
五
次
元
芸
術
で
あ
り
、
俳
優
は
リ
ア
ル
さ
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

近
代
西
洋
の
写
実
主
義
と
は
別
の
、「
写
意
主
義
」
に
よ
る
リ
ア
ル
さ
で
あ
っ
た
。

京
劇
の
俳
優
が
代
々
語
り
つ
い
で
き
た
、
作
者
不
明
の
こ
と
わ
ざ
に
言
う
。

「
不
像
不
成
戯
、
真
像
不
是
芸
。
」

(

そ
れ
ら
し
く
な
き
ゃ
芝
居
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
ま
ん
ま
な
ら
芸
じ
ゃ
な
い)

こ
れ
は
、
芝
居
の
演
技
全
般
に
つ
い
て
の
極
意
で
あ
る
が
、
京
劇
の
「
韻
白
」
の
使
用
に
つ
い
て
も
あ

て
は
ま
る
。

韻
白
と
は
、
古
代
の
中
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
作
ら
れ
た
舞
台
用
の
人
工
言
語
で
あ
る
。
西
洋
の
古

典
語
は
、
ラ
テ
ン
語
も
ギ
リ
シ
ャ
語
も
、
音
声
優
位
の
自
然
言
語
で
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
演
説
や
演
劇

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
イ
エ
ス
の
受
難
劇
で
は
、
近
年
の
映
画
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
よ
う
に
、

現
代
の
俳
優
が
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
ラ
テ
ン
語
や
ア
ラ
ム
語
の
台
詞
を
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
中
国
の
古
典
語
は
「
漢
文
」
と
い
う
視
覚
優
位
の
人
工
言
語
で
あ
る
た
め
、
漢
文
を
そ
の
ま
ま

音
読
し
て
発
音
し
て
も
、
演
説
も
演
劇
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
中
国
人
は
、
わ
ざ
わ
ざ
演
劇
用
の
古
雅
な

人
工
言
語
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
韻
白
で
あ
る
。
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京
劇
の
舞
台
で
は
、
紀
元
前
三
世
紀
の
項
羽
も
、
十
三
世
紀
の
岳
飛
も
、
威
厳
に
満
ち
た
古
雅
な
韻
白

を
、
い
か
に
も
歴
史
的
な
英
雄
ら
し
く
し
ゃ
べ
る
。
韻
白
は
、
漢
文
と
中
国
語
の
中
間
の
よ
う
な
人
工
的

な
演
劇
言
語
だ
が
、
京
劇
の
観
客
は
不
自
然
さ
を
感
じ
な
い
。
む
し
ろ
中
国
の
観
衆
は
、
舞
台
外
の
現
実

が
不
自
然
で
、
舞
台
上
の
芝
居
こ
そ
漢
民
族
の
本
来
あ
る
べ
き
真
の
姿
だ
、
と
考
え
て
き
た
ふ
し
が
あ
る
。

清
朝
時
代
、
漢
民
族
の
観
衆
は
満
州
風
の
髪
型
を
強
要
さ
れ
て
い
た
が
、
舞
台
の
役
者
だ
け
は
、
例
外

的
に
漢
民
族
風
の
衣
装
と
髪
型
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
代
中
国
で
も
同
様
で
あ
る
。
日
本
人
の
和
服

は
、
正
式
の
場
で
も
着
用
で
き
る
晴
れ
着
だ
が
、
中
国
人
の
「
漢
服
」
は
コ
ス
プ
レ
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
。

中
国
人
は
今
も
、
京
劇
の
舞
台
上
に
お
い
て
自
民
族
固
有
の
伝
統
的
な
正
装
文
化
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
よ
う
な
屈
折
し
た
伝
統
文
化
の
歴
史
を
も
つ
中
国
人
に
と
っ
て
、
真
の
リ
ア
ル
さ
と
は
、
三

次
元
の
現
実
界
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

西
洋
風
の
写
実
主
義
は
、
演
劇
の
言
語
も
含
め
て
「
そ
の
ま
ん
ま
」
だ
が
、
過
去
の
中
国
で
は
、
そ
の

よ
う
な
写
実
は
芸
が
無
い
と
見
な
さ
れ
た
。

二
・
五
次
元
の
効
用
は
、
二
次
元
よ
り
は
立
体
感
が
あ
る
が
、
三
次
元
よ
り
「
実
写
ノ
イ
ズ
」
が
少
な

い
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
実
写
映
画
で
は
、
監
督
の
気
に
入
ら
な
い
夾
雑
物
が
い
ろ
い
ろ
作
品
に
混
入
し
て
し
ま
う
。

監
督
の
気
に
入
ら
な
い
背
景
の
木
と
か
、
電
柱
、
雲
な
ど
。
黒
澤
明
監
督
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説

が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
よ
り
二
・
五
次
元
的
な
ア
ニ
メ
映
画
で
は
、
監
督
が
気
に
入
ら
な
い

「
実
写
ノ
イ
ズ
」
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
に
入
ら
な
い
も
の
は
、
動
画
と
し
て
描
き
こ

ま
ね
ば
良
い
の
だ
。

京
劇
は
、
歌
舞
伎
や
オ
ペ
ラ
と
違
い
、
舞
台
装
置
や
大
道
具
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
京
劇
俳
優
の
演

技
だ
け
で
、
川
や
山
、
船
、
戦
場
、
町
並
み
、
雲
な
ど
、
全
て
を
表
現
す
る
。
ア
ニ
メ
と
同
様
、
京
劇
は

実
写
ノ
イ
ズ
を
最
低
限
に
抑
え
、
観
客
の
全
神
経
を
俳
優
だ
け
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意

味
で
も
、
京
劇
は
二
・
五
次
元
的
で
あ
る
。

二
・
五
次
元
と
異
化
効
果

京
劇
界
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

「
戯
要
三
分
生
。」

(

芝
居
は
三
割
、
未
完
成
の
違
和
感
を
残
せ)

漢
語
「
生
」
は
、
「
熟
」
の
反
意
語
で
、
「
な
ま
で
熟
し
て
い
な
い
」
「
自
分
に
と
っ
て
疎
遠
な
感
じ
が

す
る
」
「
未
完
成
で
熟
練
し
て
い
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
含
意
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
も
多
様
な

意
味
が
あ
る
。

京
劇
の
「
韻
白
」
は
、
観
衆
が
舞
台
上
の
ド
ラ
マ
と
「
三
分
生
」
の
距
離
感
を
保
つ
上
で
も
、
効
果
的

で
あ
る
。
劇
通
で
さ
え
、
事
前
に
脚
本
に
目
を
通
し
て
い
な
い
と
、
韻
白
を
耳
で
聞
く
だ
け
で
は
せ
い
ぜ

い
七
割
し
か
内
容
を
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
が
京
劇
の
持
ち
味
だ
っ
た
。
も
し
昔
の
観
客
が
、
耳
で
百
パ

ー
セ
ン
ト
内
容
を
理
解
で
き
る
芝
居
を
見
た
け
れ
ば
、
京
劇
で
は
な
く
、
日
常
的
な
自
然
言
語
で
上
演
さ

れ
る
通
俗
的
な
地
方
劇
を
見
に
行
っ
た
。
例
え
ば
、
北
京
の
民
衆
の
自
然
言
語
で
上
演
さ
れ
る
伝
統
劇
は
、

京
劇
で
は
な
く
、
北
京
曲
劇
と
い
う
京
劇
と
は
別
系
統
の
通
俗
的
な
伝
統
劇
だ
っ
た
。

過
去
百
年
の
間
、
西
洋
近
代
の
写
実
主
義
の
袋
小
路
に
入
っ
た
芸
術
家
た
ち
は
、
東
洋
の
芸
術
に
注
目
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し
、
袋
小
路
を
抜
け
出
す
ヒ
ン
ト
を
探
ろ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
か
の
ブ
レ
ヒ
ト
も
、
京
劇
の
独
特
の
リ

ア
リ
ズ
ム
を
研
究
し
「
叙
事
詩
的
演
劇
」
「
異
化
効
果
」
な
ど
彼
独
自
の
演
劇
理
論
を
完
成
さ
せ
る
ヒ
ン

ト
と
し
て
役
立
て
た
。

西
洋
演
劇
は
、
近
代
に
入
っ
て
三
次
元
的
な
リ
ア
ル
さ
を
指
向
し
て
袋
小
路
に
入
っ
た
が
、
京
劇
は
二

・
五
次
元
的
な
リ
ア
ル
さ
を
追
求
し
つ
づ
け
、
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
を
含
め
、
少
な
か

ら
ぬ
外
国
人
が
、
京
劇
と
い
う
芸
術
体
系
に
触
れ
て
新
鮮
な
発
見
を
し
て
き
た
一
因
も
、
こ
こ
に
あ
る
。

二
十
世
紀
の
末
に
始
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
芸
術
は
、
今
日
、
す
で
に
一
部
で
袋
小
路
に
入
り
つ
つ

あ
る
。
二
・
五
次
元
芸
術
と
し
て
の
京
劇
の
過
去
と
現
在
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
芸
術
の
次
の
潮
流
を
読

む
上
で
も
、
ヒ
ン
ト
を
供
給
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
芸
術

現
代
は
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
あ
る
。

か
つ
て
、
二
十
世
紀
の
複
製
技
術
時
代
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
の
小
説
家
や
音
楽
家
、
映
画
監
督
な
ど
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は
、
大
変
だ
っ
た
。
書
籍
を
大
量
に
印
刷
し
、
レ
コ
ー
ド
を
リ
リ
ー
ス
し
、
映
画

を
制
作
公
開
す
る
の
は
、
相
当
な
初
期
投
資
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
と
ア
マ
の
差
は
大
き
か

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
い
て
は
、
初
期
投
資
は
ほ
と
ん
ど
必
要
な
い
。
日
本

の
国
内
外
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
き
な
り
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
す
る
例
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
はA

nnoying
O

range

のD
aneboe

、
日
本
で
は
「
蛙
男
商
会
」
や
「
中
国
嫁
日
記
」

の
井
上
純
一
な
ど
、
二
十
世
紀
に
は
ま
れ
な
タ
イ
プ
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
続
々
と
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

自
分
の
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
ま
だ
二
・
五
次
元
的
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
分
野
が
主
流
だ
が
、
い
ず
れ
、
他
の
次
元
の
芸
術

で
も
ネ
ッ
ト
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
す
る
若
手
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ネ
ッ
ト
の
普
及
は
二
十
世
紀
末
か
ら
の
新
し
い
現
象
だ
が
、
ネ
ッ
ト
と
親
和
性
の
高
い
二
・
五
次
元
的

な
芸
術
は
、
近
代
以
前
か
ら
存
在
し
た
。

日
本
は
伝
統
的
に
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
二
・
五
次
元
芸
術
が
盛
ん
な
国
で
あ
っ
た
。
現
代
の
日
本

の
若
者
が
漫
画
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
楽
し
む
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
も
浮
世
絵
や
根
付
け
を
愛
好
し

た
。
ま
た
、
日
本
人
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
好
む
の
は
、
俳
句
や
和
歌
な
ど
昔
の
矢
立
文
芸
の
伝
統
を
継
承
し

て
い
る
側
面
も
あ
る
。

今
日
、
日
本
の
二
・
五
次
元
的
な
文
化
、
例
え
ば
ア
ニ
メ
や
コ
ス
プ
レ
は
、
世
界
の
若
者
か
ら
関
心
を

持
た
れ
て
い
る
。
今
後
、
日
本
が
こ
の
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
か
ど
う
か
。
過
去
の
芸
術
を
次
元

の
視
点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
、
ヒ
ン
ト
を
拾
え
る
だ
ろ
う
。

平
成
二
十
五
年
三
月
四
日

[

付
記]

右
の
内
容
は
、
筆
者
が
担
当
し
て
い
る
慶
應
大
学
の
久
保
田
万
太
郎
講
座
・
現
代
芸
術
論
の
授
業(

平
成
二
十

四
年
度
・
平
成
二
十
五
年
度)

と
、
左
に
掲
げ
る
拙
著
・
拙
論
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
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『
京
劇
』
中
公
叢
書
、
二
〇
〇
二
年

[

対
談]
加
藤

徹

張

競
「
漢
文
は
東
ア
ジ
ア
の
ラ
テ
ン
語

訓
読
文
化
が
今
日
の
日
本
人
を
作
っ
た
」

(

特
集
「
漢
文
力
、
大
回
復
へ
の
道

私
の
好
き
な
漢
文
古
典
」)

月
刊
『
中
央
公
論
』2005

年1

月
号(

中

央
公
論
新
社)

，pp.94-105

，2005

年1

月

「
芸
人
か
ら
芸
術
家
へ

中
国
に
お
け
る
芸
術
の
誕
生
」
季
刊
『
大
航
海
』N

o.70
(

特
集=

[

現
代
芸
術]

徹
底
批
判)

，
新
書
館
，pp.122-128

，2009

年4

月5

日

「
中
国
的
思
考
法
の
限
界
と
特
長

摩
擦
損
失
の
視
点
か
ら
」
科
学
技
術
振
興
機
構
社
会
技
術
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
編
『
科
学
技
術
と
知
の
精
神
文
化
〈3
〉
創
造
性
と
環
境
』
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト,pp231-270,2012

年3

月30

日,ISB
N

-13:978-4863451247

「
京
劇
の
言
語
」
第
１
５
回
明
海
大
学
応
用
言
語
学
セ
ミ
ナ
ー
（12

月15

日
）
で
の
発
表
↓
現
在
、
明

海
大
学
の
紀
要
に
掲
載
準
備
中(

提
出
済
み)


